
 

 

 

 

２０２２年度 総合型選抜（前期） 
 

  

 小 論 文（６０分） 

 

 

注 意 

 

1. 選抜開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

2. 選抜の開始と終了の合図は監督者が行います。 

3. テーマはこの表紙を開いたページに記載しています。 

4. 自分の出願した学科（専攻）のテーマを確認のうえ、小論文作成を開始してくだ

さい。 

5. 小論文作成用紙は１枚です（字数６００字以内）。 

6. 草稿用紙は１枚です。自由に使用してください（裏面も利用可）。 

7. 小論文作成用紙には、小論文記述欄のほかに次の記入欄があります。 

  ※(1)～(3)は監督者の指示があるまで記入をしてはいけません。 

（1） 受験番号欄に受験番号を記入してください。 

（2） 志望学科（専攻）欄に学科（専攻）名を記入してください。 

（3） 氏名欄に氏名、フリガナを記入してください。 

8. 問題冊子と小論文作成用紙に印刷の不鮮明な箇所や汚れなどがある場合には、手

を挙げて監督者に知らせてください。 

9. この問題冊子は、選抜終了後持ち帰っても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自分の出願した学科（専攻）のテーマを確認してください。 
（選考時間６０分  小論文６００字以内）   

小論文テーマ一覧 

学部 学科（専攻） テーマ 

保健医療学部 
医療技術学科 

（臨床工学専攻） 

臨床工学技士は、新型コロナ感染症の重症患者さんに対して、
人工呼吸器やＥＣＭＯ（エクモ）の機器操作を通して治療に貢
献しています。あなたが考える臨床工学技士の魅力とは何でし
ょうか。あなたの考えを述べて下さい。 

保健医療学部 
医療技術学科 

（臨床検査学専攻） 

臨床検査技師は、医師、看護師をはじめ多くの職種の医療スタ

ッフと協調性、コミュニケーションを取りながら診断、治療に

貢献していかなければいけません。 

あなたにとって協調性とはどのようなことを意味しますか。 

あなたの考えを述べて下さい。 

保健医療学部 救急救命学科 

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、最前線で傷病者に対

応しなければならないのが救急救命士です。その救急現場でど

のような活動をしなければならないかを、以下のキーワードを

用いてあなたの考えを述べなさい。 

キーワード：感染リスク、感染対策、無症状傷病者 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

（義肢装具学専攻） 

障がいのある人や高齢者に対する、ものづくりにより医療・福
祉にどのような貢献をしたいか、について自分の考えを述べな
さい。ただし、次のキーワード(健康寿命、社会参加)を文章の
中に含めること。 

健康科学部 心理学科 
大学で心理学を学んで、卒業後それをどう活かす予定であるか
を冒頭で説明しなさい。その後、そのための 4年間の大学生活
の計画を立てて文章で説明しなさい。 

健康科学部 医療栄養学科 

SDGS活動としてフードロス削減の取り組みが実施され、多くの
事例が報道されています。あなた自身が実践している身近な取
り組みについて述べなさい。さらに栄養の視点からその取り組
みについての考えを述べなさい。 

健康科学部 医療経営学科 
これからの日本社会では、人口減少と高齢化が大きく進むこと
が予測されている。このような社会に対する医療経営の重要性
とは、どのようなものだろうか。あなたの考えを述べなさい。 

看護学部 看護学科 
呉市は高齢化率の高い地域である。高齢化率の高い地域の特徴
をふまえ、人々の健康増進に向けて、看護師が地域で果たす役
割について、自分の考えを述べなさい。 

薬学部 薬学科 

厚生労働省より出された「患者のための薬局ビジョン」ではか
かりつけ薬剤師としての役割の発揮に向けて、薬中心の「対物
業務」から患者中心の「対人業務」に重点を移すことを求めて
います。以下の業務の概略を参考に、患者中心の業務を推進す
るために必要な「知識・技能・態度」について、入学後どのよ
うに学んでいきたいかそれぞれについて、あなたの考えを論述
して下さい。 
 
薬中心の「対物業務」の概略 
処方箋受取・保管、薬剤調製(秤量、混合、分割)、 
薬袋の作成、報酬算定、薬剤監査・交付、在庫管理 
患者中心の「対人業務」の概略 
処方内容チェック（重複投薬、飲み合わせ）、医師への疑 
義照会、丁寧な服薬指導、在宅医療での服薬管理、副作用・ 
服薬状況のフィードバック、処方提案、残薬解消 
 
それぞれ段落の最初の行に以下の言葉を記述し、段落を入れ
て論述して下さい。 
「身につけるべき知識」 
  ●● 
「身につけるべき技能」 
  ■■ 
「身につけるべき態度」 
  ▲▲ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


